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２．契約事前点検（平成２５年１２月～平成２６年３月）

・「調査員の資格」が入っているが、「担当者」程度の表現で
十分だったのではないか。この要件が満たせなかったという
ことはないか。

・「調査員の資格」は、調査実施にあたり統括者に必要
な要件として記載したものであるが、今後は、上記の対
策とともに、仕様書に記載の条件について、適切な文
言、表現を使用するよう努めたい。

・データベースプログラムの著作権が開発業者にあるため、
一者応札の解消は難しいのではないか。システム自体を更
新する際には、著作権に関する問題を解消し、以後の改修等
における競争性の確保に努めてほしい。

「アンケート調査：ものづくり企業の新事業展開等に関する調
査に係るデータ作成等の委託」

【案件 ２】

１．平成２５年９月１９日～平成２５年１２月１３日に契約締結された案件
２．平成２５年１２月～平成２６年３月に契約締結予定の案件

下記のとおり

「労働統計データベースの改修の委託」

意見・質問

１．一者応札・一者応募案件
（平成２５年９月１９日～１２月１３日契約締結）

・現在は、システム更新の予定はないが、そういう機会
には、著作権の帰属について留意し、契約を行いたい。

平成２５年度 独立行政法人 労働政策研究・研修機構 第２回契約監視委員会議事概要

開 催 日 及 び 場 所
平成２５年１２月１９日 （木）13：00～ 13：45
独立行政法人 労働者健康福祉機構18階会議室

委 員

１．競争性のない随意契約
（平成２５年９月１９日～１２月１３日

契約締結）

２．一者応札・一者応募
（平成２５年９月１９日～１２月１３日

契約締結）

審 議 対 象 期 間

中川幸雄（JILPT監事（非常勤））

前年度より随意契約、一者応札とも減少し、継続的な努力によりかなり改善がなされている。引き続き努力していただき
たい。

回答

意見・質問

下記のとおり

・この案件には６社応札があったということだが、上記の1者
応札案件の「ものづくり企業の～」とは異なり、本件は必要な
資格に「研究員」と記載しており、両者の違いがわかりづら
い。

・入札仕様書の意図を入札希望者がきちんと理解でき
るよう、表現の工夫などに取り組んで参りたい。

機構側から、審議案件について契約概要を説明し、全体をご審議いただいた。

委員からの意見・質問、それに対
する回答等

回答

【案件 １】

・入札要件は、全体として特に厳しいとは思えないが、公告期
間やグリーン購入法等の個別の要件などに応札が困難とな
るものはなかったか。

・公告期間やグリーン購入法等、ほかの同種の案件と
同じ条件で行っている。辞退理由が「社内の人員の都
合」であるため、今後は、事前に複数社見積もりを取り、
参入障壁となりそうな条件を緩和する等の対策を行い
たい。

「緊急調査：資格等に関する企業ニーズ調査に係るデータ作
成等の委託」

3．委員最終意見

【案件 １】

平成25年度第н回契約監視委員会が、平成25年12月19日（木）、労働者健康福祉機構18階会議室において

開催されましたので、その議事概要についてお知らせいたします。


